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図２ 引張試験後の破断面      図３ ステレオグラム（左目用） 図４ ステレオグラム（右目用） 

１．はじめに 

 金属製品の破損事故における破断面観察につ

いては、走査型電子顕微鏡（以下 SEM）が従来

から用いられてきました。焦点深度が深く凹凸

のある試料でもピントの合った観察ができるた

め、破断面を検査するには大変有益な手法です。

しかし、出力が平面画像であるため、奥行きに

不足感がありました。そこで、ステレオグラム

による立体視観察の有効性を検討しました。 

今回は産業技術センターの SEM で得られた

画像をステレオグラム化することで、破面構造

の様子を立体的に可視化した事例を紹介します。 

２．ステレオグラムの裸眼立体視 

 ステレオグラムは、右目用と左目用の画像を

個別に用意することによって、脳内に 3 次元の

立体像をイメージする観察手法です。観察物を

SEM試料台上で左右に5度ほど傾斜させること

により左右目用画像

を用意できます（図

１）。立体像をイメー

ジするには、通常、

観察用眼鏡が必要と

なりますが、次の方

法により、観察用眼

鏡を使用しなくても容易に立体視することが可 

 

能となります。5m ほど先の目標を注視したま

ま、目の前 20cm ほどの位置にステレオグラム

を差込むと、右目用と左目用の画像上の黒丸の

中間に 3 つ目の黒丸が現れます。その下の画像

が立体像として観察されます。 

３．観察事例 

 鋼材試料の引張試験を行い、図２に示す破断

面を2000倍に拡大し、左目用画像及び右目用画

像としてステレオグラム化した結果が図３及び

図４となります。この結果を裸眼立体視するこ

とにより、平面画像では判別できない深さ方向

の情報を含めて、破断面の立体外観を把握する

ことができます。 

 今回の観察では、引張応力による破断面に、

深さ方向に伸展したディンプル模様が見られ、

典型的な延性破壊破断面を実感できます。 

４．おわりに 

当センターでは、金属破断面に限らず、様々

な製品に対し、SEMを用いて表面状態の微細構

造観察を実施しております。また、観察表面に

ある元素から発生する固有X線を解析すること

により試料表面の成分分析が可能です。 

個別の案件について、ご相談を承っておりま

す。ぜひお気軽にお問い合わせください。 
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図１ 両眼視と等価像 
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